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近
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に
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等動沼探馬蚕
1>織包 11尽19EヨCE三〉脅正中上上

炉室寵合中突公務長室 主F詰ryg喜善

手際宣言公書留から叡戸新忠まで約

2'J1¥ 正午之翼線露払際的、

立}くのある毒事だな怒で符惑の燃と若〈

i2l0)践が凝らfla:ザ。

寒波 n82…a521 

7警に零主導的担問〕語道芝j緩い点、と

ても島平淡でき主主い問題だき多いの

でi誌はいでしょう'40

ひとりでぐよくぷ緩んでいて

緩や家産主的のいまざこざlこ燃

ご議後をお受けします。

BS寺・ 2票総品行政務絞む

@襲撃草葺栂絞

B~詰の襲撃主要震E裂についてと地
主主をお受けし撲をすe

E語F寺第T・ 3~主霊童B

わしようtfありま役ん。

汚Iil:、こうし際人だおのだめ

Iこさき憾の怒5主総な設けています。

本謀総唱さ主主って《ださる

1ざま宝は、機さんの綴ゐごどこに貌

鋳!ごなっ:て答えてくれEます。

ぜひ、 ど事Uf時〈主三ささい。

をまだあへの幾重雪、幼鈴などが

ありまし絞ら汗J.E烈盟主売望書へう

ぞ宮俊一4649(三シフ畿〕

明るし1話賠コド 母絞ります

間
*fE絡みミミシン*綴り 空襲名・

こご芝つ*~意書聖察本島遺言Z ください。
gEコo 

機本葬建務者笹*ベピ ふ 惨絡鈎 l1i'奇策臼

夜換
とん一式キ守勢整霊き小隊 争整型合せ 送装辺fi82-1E.Q3

令量産ってください 場11ールス1Jウト隊第霧車提梯

コ *8重h主義三子供喝さ子*ズ 前丹広報で襲警集し主主主j-)しス

ナ

人F雪印給率治〉本 カウトの隊機!ぷ1$16がおい主主め18

子供淑段差五鍛 (2台〉 日夜もって訴事切らtぎていただ祭器

彰子供l尽ブランコ

選童謡!話約工授

@理事富樫後

しコーjし中E撃がら!&け社J9

Z三訟の総務をお受けしま事。

お問主宰守ゴ 5謹、商工会鐙

1> (~等)、議意義(白山 1-3)

怒ら従会福?立E建設王室院議童基金としと
5015F弓C号線{甘かあると〉翠'1__定。

妙続的手代子さん(我除手 254--

亀2)だら福祉事懇!こ 1007ヨPlo憲君

叶ガありまし主主。

toj;:貯木 了ニ筏fv(時総3746--め

から'7')ーンセンモ子ーにいおrムう

の笛本の寄付tf3!5り診し定。

歩佼震認さがセさん(緩野ω466-51l

から泌総事実主!と 1Jヨ仰の轡(すtf3怒

り談Lだむ

快務慧鋭機器量農民めから福

祉事主義!こ守 15fIlの寄旬答りまし

@年重量指践

わfざりなくいLj'~設関童書iとつい

て:箆務総どをあ翌をけしま市α

窃湾総ヨホ庭訪

e消軍費者百苦機季語滋

ぞお降三喜2-4本援護ぞj

@法律繍駁

法擦がかられさをき主主やj山記よざ

よ!とコいて、解決買う泳三主どのぷ

勾淡をお苦討すし求ぜ。

E吾F寺霊議1-3，立言霊8

@湾海綴絞

..JIl)喜z;ざと揺E菜

ぜ主主総ネ位協議会でiうっている

ものどをlo

E岳河湾1鳴 2. -4問機長ヨ

滋臼穏や議所i品繍てよく絞め

券臼善寺 mミ238(雪印〉午前10善寺
院険会著書 彩子卓球機

砂金賢官級汚{綴食I寸〉

三手Gくは我子経額約主主会設℃

n0471 (82) 3394 

@行政絡談

総!こ対すめ{苦手空きさ!議運ま主に、

要議Iちに対しての行政治主主をお望号

!けしまを:r0 軍 と。

炉規音量 言葉畿はI3E呂、 400字表

審理問紙5枚以F号

炉重要沼 紛洞133苦手41"き28から窓

初34~手ヰFl l 日の隠にさ長絞れた万

砂綴関 12)"寺ョ

険証量り$¥j 我孫子市議終予1858
事変符委員会従会教普審議翠

匝唾;聖整理堕

T綴警察アカん(僚主張1""'1152-16)

tJら砂壌の紗118奇襲調在51，1診しだe

b緩務総統 CaW1 -25--10) tJ 

らi1Jjitt宣告主著者韓関へゆるつ万ごとコJノ

どでラッ7の襲撃滋があり1Fし在。

1>--還要白票3駐在/v(正lWl-21ω お

から溜1じ渠湾総にゆりかごの寄

絡がおりまuだ。

to本務総おささん〈常1423-29)主?

を〉話器祉作重量持iI之主主要毒事買のE事態tfあ

りさました。

昼時琵鯖相覇
炉場所 f説保健所

併包善寺 12月7Eヨ〈本〉

炉内軍事む湾総ひ勾!lIlX!翠(sJω震設
察と十議室襲撃芸課の説明、

T後F号 昇華料

撃が申迅 総長記E妻簡保健f冨i霧器華

n0471 (67) 1255 
総務差是iせは11月22隊法ででです盟

議塁静糠の金作踏襲i
S砂田勝 11.Eヨ(土〉午後19者

主主主〉ヰ潟、竹悶26B(8)午露草寺

崎から午後ヰ絡

議襲撃話先 謀議殺さ互の幾重室長 主主主産費

惜82-号5担5

!語扇語言語語議議認

3詣 今 7ヲ訟000月

この畿はいずれも10戸んあた

り省議{李総〈収総)o護者きの4票当事

釣主主小作料銃撃議l:iI'l河45ま1'10符号

凶器i緩c.署長連事喜均し主主もののみ滋

F母校れ。

詳し<1d:@j'C幾華道ま疋!とt護霊祭委

員会理務総局草でお慢さき七さく止ささいむ

b軽量綴 甲夜、乙1重量母斗鋭、向1謹

T>Eヨ苦害 額犯例年2T'l4日(8)

午暫，109事
少華費量露軍主付 話器裕治年121'ヨ48

(鰐〉怒ら121'司7日〈本〉まで

警護重量の露五詮IJ認約在家ぜん。

喜平レ<1設消防本懇話事務{係さまで

粧 84-0119

直極盃提言塑事

暗躍融重版霜l
中社、会議害警の15m宣言企業の

綴撲で燃泊代議ぎの二言限1ご鈎聖堂万葉:

じたり、資金繰りIfiきレ〈おって

不穏にしてうも幸容量してしさ安う

存)1d:'J)r"くありませ九。

このデ主演窓緩l謀、こうしだ取引

党企:擦の連主業務理主こ備えるもので

すa義者し〈は千繋祭差益1総当擦が

感工会、 i警護霊合会、中小金主義総体

ゆ祭会にお控室e¥ぎきり結くだピさいc

加入総紛込みも以上め総体で甘建

設っていま写窃

|桂書受償資重画

争防隠 れ潟認をヨ〈臼)q=譲華寺

お分室長苦言、 9時談合喜善担当

砂会1覇 支華北中学俊体湾総

惨喜重量書 シングルス 一般雪号交、 炉問事著 111'l'19日〈臼〉守二信，9時

中学生(q:J学生の一室量出場もClJ)

þ>~加践一銭 4ω円、中学 200

F臼

砂申込中村悲母E事務1112-8一 番

2語 器82--2701 霊平しく滋千葉県教官著委員会役会

事快勝!i!l竹均20凶 悪支育課器0472(23) 4072 

i技能公開講座 l画盃孟唾福豆E
TB華寺 111"司↑8日 〈二主〉 今一書写9住者

主号分

t>著書男青a 事業主主子高襲警設録写専門筏 月刊日設1:祭主要t二怠りさ転写。レ

炉建殿 15幸男 し著者総綴!とは紛隠のようにハンタ

砂子持軍事 白書空燃王室勤E震のお鰹?をヨ ーの本主主畿で人身聖書後tJ発生長し、

聖護種事 務滋の死機管ガ似ています。若者銀

毒事レくは語益支言翠 1ニ出1)げるときは十分主主主撃してく

[ït{~イスカつが語露出凡 (欄鱒〉

じ ι」ぶL ム ι エコ i標準小作料の訳訂i
o雲母子(iワブ隊関〉 漂動'J¥I軍事尊!Jlj¥{号制協在議会¢害事

券申込鈴 I/て イスカウト害発孫子 ゆを豪華て農業務総会で絞のよう!こ

府 2(/])問1z:Z言3225九工鰍仙t協

隠21火柑法律栂い開墾立小15鈴

官 22〆
b 23 

~I 24 

11 
同
議
期

子翼線 C!晶子議録労~当室長鐙との

提携tとぶつ失望義緩め宗務総定と耳:

E華詰者数に専稔写る僚会係長室係書記Eヨ

告さとし芝、失重量苦言乙当主主活留を設の貸

付旬~(葺授業 7設しまし定。

Tf<革命館商工話室、干議労慾金!挙

本E話器告472(51) 5161、治戸主主主主

盟0473(!i51 81!i5、平楽祭護軍労

櫨墨労政綴世D472く23)2741、市

111労E主義襲務所冊目47.0く22)2494 

m遂事選協議会〈数議芸術本町?

舎間信納税
国民緩堅安保険税 3葉自分

綴出張徴収俸
を3総 11月30日 9:30~16 、00

事議議霊安・ ドiJ)(/]) 

市設所の業務鶴閥が2問まで変わります。午前8詩30分か512時.12時45分から4鰭箱分。 394




